
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 5 月 28 日（日）午後 1 時半より、ドーンセンタ

ーで、関西ユニオン第 14 回定期大会が開催されま

した。今回の大会では、「駆け込み寺から集団的労

使関係構築へ」との大方針のもと、連帯労組・関西

クラフト支部との統合も睨んだ連携強化の方針が

決定しました。関西ユニオンも結成以来 13 年目を

過ぎ、大きな転換点に差し掛かろうとしています。 

 大会では、管理職ユニオン・関西の北村委員長の

他、連帯労組・関西クラフト支部のＳ書記長、そして北

大阪合同労組のＫ委員長から連帯のアピールをいただ

いたほか、大阪府総合労働事務所からも挨拶をいただき

ました。その後、活動総括の報告、会計報告、活動方針

案の提案、予算案の提案と議事は進み、一部修正はあっ

たものの、ほぼ原案通り承認・決定されました。以下、

承認・決定された活動総括・活動方針を紹介させていた

だきます。 

 

2016 年度活動総括 

 安倍自公政権の政策基調が新自由主義であることは周知のことである。そして、新自由

主義は、労働力を自由に取引の出来る一個の商品として扱うことを熱望する。労働者保護

にかかる規制は、自由な取引を阻害する要因であり、取り除くべきものとされる。現在の

労働政策の基調は労働者保護の撤廃であるが、それは「柔軟化」と言い換えられている。 

現在推し進められている「柔軟化」には、大きく雇用の柔軟化と、労働時間の柔軟化が

ある。雇用の柔軟化とは、具体的には解雇規制の緩和～解雇の金銭解決制度の導入、限定

正社員制度の普及、正規と非正規の敷居を低めること、人材紹介業の拡大、ハローワーク

の求人・求職情報の民間開放、各種の職業能力評価制度の整備、労働移動支援助成金の拡

充、労働者派遣の拡大、兼業の推進等である。労働時間の柔軟化とは、具体的にはホワイ

トカラーエグゼンプションの導入、裁量労働制の拡大、テレワーク等在宅勤務の拡大等で

ある。 

これらの政策は、一面では労働市場の変化を後追い的に追認するものであり、他面では

変化を促進するものである。その相互作用の中で、今や正社員概念は大きく変容し、「終身

雇用・年功賃金」は相当程度解体している。正社員の非正規化（退職金無し、賞与無し、

昇給無し、日給月給制ないし時給制）も進んでいる。また、いわゆる非正規雇用が 4 割を
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占めるに至っている。 

こうした中で、「働き方改革実現会議」が 3 月 29 日に実行計画を決定した。その目玉と

されているのが「同一労働同一賃金」と「長時間労働の規制」であるが、これらも以上の

ような労働市場の変化と政策基調の中で評価しなければならない。まず、「同一労働同一賃

金」について言えば、これは野放図な雇用の柔軟化がもたらした格差の拡大に対する弥縫

策であるとともに、正規と非正規の敷居を低めつつ雇用の柔軟化をさらに推し進めようと

するものである。次に「長時間労働の規制」であるが、これは一面では労働運動の弱体化

の結果長時間労働に対する歯止めが無くなり、職場での精神疾患が増加する等労働力の再

生産にすら支障を来たすに至ったことへの弥縫策であるとともに、労働時間のさらなる柔

軟化とセットで推し進められているものである。これらは、従前の新自由主義的労働政策

～労働者保護の撤廃を逆転させるものではなく、その矛盾を弥縫し、あるいは補完するも

のでしかない。 

こうした中、労働運動は有効な対応をできていない。日本の労働運動の主流である企業

内組合は、一面では正社員中心の狭い利益のみを追求してきた結果、労働市場の変化に対

応できずに組織率を低下させ、他面では企業間競争の原理に取り込まれて労働運動として

の実質を失って形骸化してきた。近年では春闘での賃上げ交渉すらまともにできず、安倍

自公政権の政策的介入でかろうじて賃上げを確保するという体たらくである。一部の産業

別・業種別組合が頑張ってはいるものの、労働運動全体をけん引するほどの力は持ち得て

おらず、労働運動衰退に歯止めをかけることはできていない。また、かつて弱小ながら脚

光を浴びたコミュニティ・ユニオンも、すでに創始期から 30 年以上を経過しているが、伸

び悩んでいる。むしろ、後継者難や財政難に直面し、行き詰っているのが現状である。 

労働運動の本来的役割は労働者間の競争を規制し、より有利な労働条件を獲得すること

である。そこには、企業間競争が労働条件の切下げ競争とならないように、労働条件を企

業間競争から切り離すことも含まれる。そのためにこそ、労働運動は企業横断的な「同一

労働同一賃金」や企業横断的な「長時間労働の規制」を目指さなければならない。これら

は、労働力商品の取引を、市場原理から切り離し、労働組合が規制するということに他な

らない。労働市場の激変に際して、こうした課題に具体的にどう取り組むかが、問われて

いる。 

 

１ 駆け込み寺から集団的労使関係の構築へ 

 関西ユニオンはこれまで駆け込み寺として個々の労働者の救済のために一定の役割を果

たしてきた。しかし、実態としては個別労使紛争の解決に留まることが多く、集団的労使

関係の構築にまで至っていないケースが大半を占めている。結局、集団的労使関係の解体

の中で、激増する個別労使紛争の解決機関の一つとなってしまっている感もある。そうし

たことから、今期は駆け込み寺からで留まるのではなく、集団的労使関係の構築を目標と

した。 

 そのため、以下の取組みを行った。 

（１）新入組合員学習会（中級編）の毎月 1 回の定期開催。テーマは職場での組合活動や

不当労働行為等。 

（２）複数組合員がいる職場の事例や複数化を目指して活動している事例を機関誌で積極



的に紹介。浜学園（KU）、中和会（KU）、エルライン（MU）、養心会（MU）、GHP

（KU）、但馬屋（MU）、日本フッソ（MU）。 

（３）春闘の呼びかけ。2017 年 2 月、3 月機関誌。 

（４）職種別交流会の開催 

・1 月 医療・介護労働者グループ会議 

・1 月 シニアグループ会議 

・3 月 医療・介護労働者グループ会議 

・3 月 シニアグループ会議 

（５）地域別交流会の開催 

・6 月 兵庫県組合員交流会 

・9 月 兵庫県組合員交流会 

・12 月 兵庫県組合員交流会 

 

 

２ 世代交代 

 2015 年の定期大会でＮ氏を KU 書記長に選出し世代交代を図った。しかし、Ｎ氏が昨年

12 月末をもって専従を辞退したことから、世代交代に失敗した。現在のところ若手の専従

候補は見当たらないことから、これを前提に今後の方向性を検討していかなければならな

い状況である。 

 

 

３ 組合としての活動 

 今期は、Ｎ氏の専従辞退により引継ぎ等で忙殺されたことから、KU として新たな取り

組み等は行えていない。もっとも、日常の組合活動は従前どおり行った。具体的には以下

の通りである。 

（１）機関誌発行 

  MU と合同で毎月定期発行した。 

（２）学習会等 

・新入組合員学習会初級編及び中級編を毎月１回定期開催した。 

・6 月 「使用者側弁護士のための DVD」上映・検討会 

・7 月 「長澤運輸事件東京地裁判決」学習会 

・8 月 ｢名古屋バス運転手が焼身自殺した真実｣上映会＆ディレクターのお話し 

・9 月 「ハマキョーレックス大阪高裁判決を読む！」 

・11 月 北海道電力泊原発、再稼働反対運動の現地訪問報告会 

・1 月 MU・KU 訪韓団報告会 

・1 月 「北海道泊原発再稼働反対の現地から」 

・2 月 最低賃金について～毎日新聞記者からの報告 

（３）ホームページの更新 

  ホームページの更新は行っている。 

（４）組合員交流会等 



・6 月 卓球大会 

・7 月 暑気払いパーティー 

・12 月 大望年会 

・遊歩会ハイキングを毎月実施 

（５）春闘御堂筋デモの実施（3 月） 

（６）訪韓団派遣（12 月） 

（７）ホットライン開設 

・12 月 ブラック企業、長時間労働、未払い残業代 労働相談ホットライン 

 

 

４ 他団体との共闘等 

・7 月 第 8 回労働者・労働組合と大阪労働者弁護団交流会 

・8 月 関西ネットと大阪府総合労働事務所との交流会 

・8 月 「安心できる介護を！ 懇談会」大阪市申入行動 

・10 月 コミュニティ・ユニオン全国交流集会 in 広島 

・10 月 関西ネット最低賃金 UP 街頭宣伝 

・2 月 おおさかユニオンネット春闘集会 

・2 月 関西ネット 長時間労働ホットライン 

・3 月 おおさかユニオンネット 春闘総行動 

・4 月 関西クラフト支部との合同花見 

・4 月 「無期雇用をめざせ！ 更新ストレスさよならキャンペーン」結成集会 

・5 月 中之島メーデー 

以上の他、原発再稼働反対運動や米軍基地の辺野古移転反対運動等、共謀罪導入反

対運動等にも協力した。 

 

以上 

 

 

2017 年度活動方針 

１ 駆け込み寺から集団的労使関係の構築へ 

まだまだ手を付け始めたばかりで、思うように進んでいないのが実情だが、継続して取

り組んでいきたい。そのために、以下の取組みを行う。 

（１）組合員に対して 

・組合加入に際して、可能なケースには職場での組合活動を呼びかける。 

・新入組合員学習会（中級編）の継続 できるだけ参加を義務化していきたい。 

・組合員のエンパワーのために労働法に関する学習会などを開催していく。 

・夏冬の賞与および春闘の呼びかけを組織的に行う。 

・職種別交流会を行う。もっとも、KU と MU だけでは限界があるので、関西クラフ 

ト支部などにも呼びかけることを検討する。 



（２）組織体制として 

 ㈱GHP 等ホテル清掃分野で組合組織化を進めてきたＯさんに週 4 日程度事務所に詰め

てもらい、日常的な相談・団交等に協力してもらうとともに、ホテル清掃関係の組織化を

担ってもらう。 

 

２ 組織再編と関西クラフト支部との連携強化 

現在のところ、専従候補となる若手はおらず、目途もないことから、当面世代交代は断

念せざるを得ない状況である。現状の延長線上で後数年維持することは不可能であり、組

織再編に取り組まなければならない。 

組織再編の方向性として考え得るのは、一つは MU と KU を統合して縮小しつつ維持す

るという方向である。しかしながら、労働運動全般が衰退している中で、仮に縮小維持し

たとしても、早晩消滅するだけの話であって、運動としての展望は開けない。もう一つは、

他組合との統合も視野に入れて、大胆に組織再編を進めることである。具体的には、連帯

労組関西クラフト支部との統合について、具体的に検討を始めたい。駆け込み寺から集団

的労使関係の構築へ、そして数年来方針として掲げている業種別職種別組織化を進めるた

めにも、個別組合の枠を超えて団結していくことは不可欠だと考える。そのために、以下

の取組みを行う。 

・関西クラフト支部との団交・争議の相互支援を積極的に行う。 

・お互いの執行委員会の傍聴を積極的に行う。 

・花見その他の交流会を行い、組合員同士顔の見える関係を作って行く。 

・2 か月に 1 回程度、三役が集まって合同に向けた具体的話し合い等を行う。 

 

３ 組合としての活動 

（１）新入組合員学習会 入門編と中級編を継続し、参加を義務化する。 

（２）機関誌発行 MU と合同で毎月定期発行を行う。 

（３）学習会等 月 1 程度で社会的課題や重要な労働事件を取り上げて学習会等を行う。 

（４）ホームページの更新 定期的に更新を行う。 

（５）組合員交流会等 従前どおり継続する。 

（６）組合員の相互支援 団交や抗議行動への参加等相互支援を促す。 

（７）春闘御堂筋デモ 例年通り実施する。組合員に参加を促す。 

（８）ホットライン開設 年 2 回ないし 3 回実施することを目指す。 

 

４ 他団体との共闘等 

・連帯労組関西クラフト支部とは引き続き関係を強化していく。 

・おおさかユニオンネットには引き続き参加する。 

・コミュニティ・ユニオン関西ネットワーク及び派遣労働関西ネットワークには引き 

続き参加する。 

・大阪労働者弁護団とは引き続き緊密な協力を行っていく。 

・友好関係にある全国の労働組合等と機関誌交換等を通じて交流を継続する。 

以上 



 

 

 

執行委員長 仲村 実 

先進国といわれる国々もきしみだしています。安倍政治が続く危機感もあります。対抗

する労働運動、労働組合運動が次ぎへの方向が見出せない状況もあります。 

私たちの活動方針の柱は、“駆け込み寺から集団的労使関係へ”です。関西ユニオンへの

名称変更からスタートしています。管理職ユニオンへの相談者も関西ユニオンへの加入者

となり、まず組織拡大する。神戸交通振興の労働者が１３名加入し、関西ユニオンの分会

として神戸支部総合バス労働組合を立ち上げました。そして複数のホテル組合員がいる清

掃分野での組織拡大、1 人職場の複数化、業種別職種別の共闘運動を広げることとしてい

ます。 

もう一つの柱が、連帯労組関西クラフト支部との連携強化です。地域ユニオンの限界突

破の方策としての“統合”を具体的に大胆に取り組むことです。 

沖縄の基地撤去・辺野古新基地建設反対、脱原発などの社会･政治問題にも、組合員の皆

さんの活動参加をお願いします。 

大橋書記長を中心に、私たち関西ユニオンだけでなく大阪、関西の労働運動にパワーを

感じてもらえる勝負の 1 年にしましょう。 

 

副執行委員長 Ｉ 

組合員の皆さま、副委員長のＩです。今期は、出来るだけ団体交渉や裁判の傍聴などに

参加したいと思っています。また、居心地のよい事務所にするためにも、かねてからの懸

案である事務所の美化に少しづつ取り組んでいきます。 

個人的には、体力向上のために、まめに運動を心がけるつもりです。何といっても身体

が資本ですから。これから一年間よろしくお願いします。 

 

副執行委員長 Ｏ 

親愛なる組合員の皆様こんにちは、第１４回定期大会において、副執行委員長に選任さ

れましたＯでございます。これからの一年は新入組合員学習会を通じて、親しみのある頼

りになる組合作りに取り組んで参りたいと考えております。 

組合員の皆様も月に一度は事務所にお立ちより下さい。そして、組合員同士の交流の場

を増やして支援の輪を広げていきましょう。職場に於いても仲間作りを目標に味方を増や

していきましょう。 

 

書記長 大橋 直人 

 今回書記長に選任されました。元々関西ユニオンはＮ君に引継ぎ、私は管理職ユニオン

へと移行するつもりでしたが、これに失敗したことから舞い戻ってくることとなりました。

ともあれ、コミュニティ・ユニオン全体が、そして関西ユニオンも転換期に差し掛かって

新役員・執行委員の挨拶 
 



いると考えています。労働運動の基本に立ち返り、今回決定した方針の実現に向けて全力

を尽くしていきたいと考えていますので、よろしくお願いいます。 

 

会計 Ｔ・Ｎ 

今期よりあらたに会計として役員になりました。多忙のなかではありますが、執行委員

長、書記長をサポートして組合を盛り上げていく所存です。今期は特に有期雇用の無期雇

用転換問題、解雇の金銭解決制度の抑止に向けて活動していきたいです。また精力的に組

合員の相談、団交等に協力し、組合の組織運営も手伝っていきたいと考えています。 

先の見えない世の中ですが、他の組合との連携にも力を入れながら、より良い労働環境

を作り出すために尽力していこうと思います。よろしくお願いします。 

 

執行委員 Ｔ・Ｏ 

この度、執行委員になりました。執行委員って、何するんや？ そこで、調べてみまし

た。『執行委員とは・・・労働運動の指導的立場にあって、組合業務の執行について協議、

決定を行い、それを実行する者をいう・・・世界大百科事典より 』とありました。う～ん・・・、

指導的立場って言われても困るなあ、そんな実力はないです。 

私は、「やるべきことをやろう」と考えています。やるべきこととは何か、と問われても

答えようがないのですが、そのときの局面で、やるべきことをやろう、と思っています。

というわけで、これから一年、よろしくお願いします。 

 

執行委員 Ｋ 

 今回執行委員になるにあたり、組合員が自分の問題が解決したら組合を辞めるのを少し

でも防止するように、また、組合活動に協力してもらえるように頑張りたいと思います。

専従の人をサポートし、組合発展のために頑張ります。特に若い人が入りやすい組合作り

をしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

執行委員 Ｓ 

組合員の皆様こんにちは。執行委員のＳです。仕事をこなしながら、執行委員の活動を

4 年続けています。前年度は、機関誌に有給休暇取得についての軽めのコラムを企画しま

したが、あまり長く続けることができませんでした。今年は自分ができる事を無理のない

範囲でこなしていきたいと思います。もちろん、組合員皆で楽しめる事も、引き続き考え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いします！ 

 

執行委員 Ｔ 

今回の第１４回定期大会で関西ユニオンの近い将来の方向性について大きく方向（方針）

転換する事も含め検討することが決議されました。長く組合運営において組合員が立寄り

やすい事務所環境づくりや仲間づくり、他組合との交流、個々の闘争の支援など色々な事

柄に尽力されてこられた方々の思いや考え、本年より執行委員になられた方々の新しい考

えなど、色々な思い・考えが有ると思います。 

多彩な意見を出し合い有意義な議論を重ね検討していきたいと思います。また、ここの



所、本業の忙しさを理由に遠のいていた団体交渉・労働委員会や裁判の傍聴への参加、サ

ボっていた自分自身の体力維持（気力は体力から！何をするにも体力が大事です）などに

時間を作りたいと思っております。 

『老若男女、上下関係、組織の壁などのない仲間を増やし、共に楽しく明るく闘って行

こう』をモットーに時間のとれる範囲で自分らしくやっていきたいと思っております。 

 

執行委員 Ｍ 

 現在、私は㈱神戸交通振興魚崎営業所に従事しています。私たちの会社は、神戸市交通

局の委託を受け運営を行っています。具体的には神戸市バスを借りて路線運行をしていま

す。身分的には契約社員です。 

 私たちが労働組合を立ち上げる前に、会社には 3 つの組合がありましたが、活動自体組

合員にも伝わらないように見受けられていました。春闘、秋闘の要求もせず組合自体の存

在感すら感じられませんでした。 

 平成 29 年 1 月頃、一人の運転士の雇止め問題が発生いたしました。その組合員は仕事

も真面目で、公出、加勤も頑張って働いていましたが、懲戒処分を 2 回受けたとの通告だ

けで雇止めにされました。これについても、既存の組合は会社に何の働きかけもせず、「仕

方がない」で済ませていました。 

 何か自分たち出来ることを考えた結果、新たな組合が必要と考え、先日組合結成に至り

ました。組合結成については、関西ユニオンさんの指導を受け、執行委員会 2 回、団体交

渉 2 回と活動が広がっています。 

 方針については、組織力強化が急務と考えます。組合活動を基本に社員の参道を得る取

組みの姿勢、考え方などを理解していただき組合員数を増員していきたいと思います。又、

賃金闘争の取組みにより社員の生活向上及び将来性を確保したいと思います。 

 現在組合員数 13 名、団結して頑張りますのでよろしくお願いします。 

 

 

 以上、会計監査の 2 名を除き、執行委員会を構成する 10 名の執行委員・役員の自己紹

介でした。今年の方針のポイントは、「駆け込み寺から集団的労使関係の構築へ」です。組

合員の方それぞれの職場で組合活動を積極的に行っていただきたいと考えています。 

そのためにも、夏冬のボーナス交渉を呼びかけます。「非正

規だからボーナスがなくて当然」等と思いこまないでくださ

い。ダメ元でも会社に要求を出していきましょう。ボーナス

が出ている方は、増額を要求しましょう。また、秋闘・春闘

交渉も呼びかけます。会社に賃上げを要求していきましょう。

そして、要求を実現するためにも、是非それぞれの職場で呼

びかけを行い、仲間を増やしてください。そのために、執行

委員・役員も全力で支援するつもりです。ともあれ、今年 1

年よろしくお願いします。 

 

 



 

 

 

 

 

 光明池土地改良区のことについては、これまでも機関誌で取り上げてきました。発端は

法人の職員である Y さんの降任問題です。これについては昨年夏以来団体交渉を継続して

きましたがまだ決着はついていません。また、Y さんはここ数年給料を据え置きにされて

いたことから、今年の春闘では賃上げ等も要求していました。この他、法人が退職金規定

を改悪してきたため、この件についても交渉を予定していました。 

 ところが、その最中、法人は組合や Y さんに隠れて、Y さんを業務上横領等の理由に刑

事告訴していたのです。Y さんには全く身に覚えのないことであり、言いがかりと濡れ衣

であると確信していす。その結果、今年 3 月 2 日、Y さんの自宅に家宅捜索が入りました。

そして、法人は警察の捜査が継続中で何の結論も出ていないにも関わらず、上記容疑及び

組合の要請活動への参加を理由に、5 月 30 日付けで Y さんを懲戒解雇したのです。組合と

しては、金と権力にものを言わせて、なりふり構わぬやり方で潰しにかかってきていると

考えています。そして、法人代理人弁護士が強引にこうしたやり方を先導しています。こ

うした場合、粛々と団体交渉等を継続するだけでは、中々展望が開けません。そこで、力

には力で対抗するとの姿勢が必要であると考えています。 

 今後、懲戒解雇の無効・地位確認を求める裁判の準備を進めるのはもちろんです。しか

し、それだけで留めるつもりはありません。こんな無茶苦茶なやり方は決して許せません。

まずは、闇から闇に葬らせないためにも、大々的に地域の市民に実情を伝えて行きたいと

考えています。そのため、光明池周辺地域での一斉ポスティングを継続的に続けようと考

えています。6 月 1 日にも和泉市役所前でビラまきを行うと同時に、地域でのビラポステ

ィングを行いました。今後ももっと大々的に地域市民に事実を伝えて行くつもりです。も

ちろん、懇意にしているマスコミにも情報を提供します。取り上げてくれるかどうかは、

マスコミの判断ですが、可能な限り情報提供は行っていくつもりです。この他、関係自治

体等へも働きかけを行っていくつもりで、とりあえず連絡の取れる地方議員等には情報提

供を行っていくつもりです。また、法人の意を受けて、強引に懲戒解雇に持って行った弁

護士については、懲戒請求する予定です。組合としては、弁護士倫理に完全に違反してい

ると考えています。 

 会社がなりふり構わず潰しにかかって来るときには、組合も実力で対抗しなければなら

ない場面はあります。金と権力を持っているものに対抗するには、事実を広く社会的に訴

えて行くことが必要です。もちろん、相手は、こちらが疲れてあきらめるのを見越して、

無視してくることもあるでしょう。だから、行動を始めるならば、決して止めないこと。

問題が解決するまで、やり続けることが必要だと思います。 

 そのためには、組合員の皆さんにも是非ご協力いただきたいと思います。時には有給休

暇をとってでも、ビラまきやポスティング等を手伝っていただきたいと考えています。ま

た、機関誌等を通じて協力の呼びかけを行うので、その際には是非よろしくお願いします。 

 

～闘争報告～ 絶対に許さない！ 

光明池土地改良区 Y さんを懲戒解雇！ 



 

 

 

 

 

○光明池土地改良区は公共団体 

 皆さんは、「土地改良区」という法人をご存知でしょうか？ 「土地改良区」

とは土地改良法に基づき地域の関係農業者により組織された公共団体で、そ

の数は全国で約 5 千にのぼります。光明池土地改良区は光明池の管理を始め、

水利にかかる事業等を行っていますが、和泉市や泉大津市、高石市、堺市か

らも特別協力費という形で税金が投入されています。 

○若林理事長の報酬が就任後わずか 5 年で倍増！ これは適切？ 

若林氏が平成 22 年に理事長に就任した時には月額 60 万円であった報酬は、

今や 85 万円弱になっていると聞いています。また、理事長手当という名の事

実上のボーナスも新設され、その額も今や年間 400 万円を超えているのでは

ないかと推測しています。おそらく年間報酬は倍増しているのではないかと

思います。仮にこの通りだとすれば、理事長報酬は年間 720 万円から 1,420

万円に迫るまで増えたことになります。この他、理事長には 4 年に一度の任

期満了時には800万円の手当が支給されるそうです。それを毎年にならせば、

理事長の報酬は何と年間 1600 万円を超えることになります。総代会できちん

と議論された上で、理事長の報酬増額が行われているのであればともかく、

そうでないならお手盛りと批判されても仕方ないと思います。 

○公共団体が研修でコンパニオン！ これは適切？ 

また、光明池土地改良区の研修等では、コンパニオンを呼んで宴会を行う

ことが恒例となっています。そして、研修費として平成 27 年度は 500 万円も

の予算が計上されました。光明池土地改良区は、公共団体であり、農業者の

皆さんから組合費をいただいています。コンパニオンを呼んで宴会、豪遊を

行うために公費を支出するというのは、やはり問題だと思います。お金に色

は付いていませんから、和泉市からいただいております協力費もその費用の

一部になっているわけです。（裏に続く） 

 

 

 

 

 

光明池土地改良区・若林理事長は、 
   支出に関する説明責任を果たせ！ 

Ａさんの解雇を撤回しろ！ 
 

管理職ユニオン・関西 

〒530-0044 大阪市北区東天満 1-10-12 エル・エスト不動産天満ビル 401 

電話：06-6881-0781 Fax：06-6881-0782 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○私たちは、職員の待遇改善を求めていました、ところが・・・。 

私達は、団体交渉の中で、組合員Ａさんの賃金のアップ等を要求していま

した。また、退職金規定の改悪にも反対していました。というのも、光明池

土地改良区には上記のような不適切と思われる支出があったからです。私達

は、理事長の報酬がどのように推移して来たのか、研修費の支出がどうなっ

ているのかを正確に把握するため、資料の提供を求めましたが、光明池土地

改良区は一切資料提供には応じていません。私達の要求は、支出について透

明性を確保してほしい、不適切な支出があるならば、それを削って職員の待

遇を改善してほしい、退職金の切下げを止めてほしいというものでした。 

ところが、私達が光明池土地改良区の不適切な支出を問題にしたことが若

林理事長の逆鱗に触れたのか、光明池土地改良区はＡさんを 5 月 30 日付けで

懲戒解雇したのです。光明池土地改良区が挙げている理由は業務上横領等で

す。光明池土地改良区は、Ａさんが古い草刈り機を処分するに際して利益を

得たかのように言っていますが、Ａさんには全く身に覚えがありません。私

達には、言いがかりか、でっちあげだとしか考えられません。 

 私たちは、光明池土地改良区若林理事長に対し、Ａさんの懲戒解雇を撤回

し、支出を透明化し、職員の待遇の改善に努めるよう求めています。是非、

ご理解とご協力お願いいたします。 

 



ＭＵ 養心会国分病院分会 団交報告 

職場環境改善を求めて   その 1 

 

 現在、国分病院では、今年に入ってから受付窓口業務がニチイ学館に委託されている。
それに伴う組合員の業務内容の変更が、さらに事務部門の委託拡大の計画もある。１人か
ら３人となり、職場環境改善を求めて団交を継続している。今後、分会交渉も検討してい
る。直近の団交を簡単に報告します。 

 

５月２６日（金）１８時３０分～、コンベンションルームＡＰ大阪淀屋橋 
病院出席  清光事務部長、本郷弁護士（弁護士法人ＫＭ総合） 

組合出席  仲村書記長、Ｎ、Ｙ、Ｏ組合員 

＜協議事項＞ 
２０１７年３月１３日までに行われた団体交渉における協議において継続されている案

件についての一つである、松村課長補佐の不適切な発言等について、不適切な発言をされ
た当該組合員に対する病院の対応についてである。 
＜経過確認＞ 
 これまでの団体交渉の病院の態度は、松村課長補佐より不適切な発言があった事を認め
ながら、何の処分もせず、仮に処分を行ったとしても処分内容を公表しないとの答えが続
いていた。 

具体的な松村課長補佐の発言について、これまでの病院の発言は、 
・「考え方が子供だ」 → 明確な記憶はないが、類する言葉は言ったかもしれない。 
・「傷病での休職か労災での休職しているものかを、他の一般職に対して話し、更には何

故復職するのか」との西岡氏の職場復帰に対する誹謗発言 → 他の職員の尻馬にの
り発言した事はあると認めるも、具体的な対応は行わず。 

・「窓口の仕事はアホでもできる」 → 他の複数の職員に確認し、発言があったとの証
人があるが、認めていない。 

・ありもしない課長からの業務命令と偽り、松村課長補佐が当該組合員にのみ報告を求
める。→ 他の職員に確認し、発言があったとの証人があるが、認めていない。 

処分の公表については、就業規則に明記されているものの、降職を公表された西岡組合
員の場合は、事務部次長というポストが無くなる事による人事異動と、清光氏が発言をし
たが、Ｎ氏の地位確認訴訟で明らかになっているように、種々様々な難癖を理由にＮ組合
員の降職及び減給を行っており、次長職の解任を公示することは、明らかに降格処分の公
示と同じであると組合主張をしてきた。 
＜交渉の内容＞ 

不適切な発言を認めている事実がありながら、コネ採用の松村課長補佐を擁護する姿勢
を追及した。当該組合員と松村課長補佐を比較した場合、病院は課長補佐擁護、組合員へ
の差別的な対応を行なっていることの説明を求めた。 

過去の事実として、Ｎ組合員について組合員は認めていないにも関わらず、理事に対す
る侮辱的な発言を理由に懲戒委員会に呼ばれ、更には譴責処分を受けている。 

Ｙ組合員について、窓口会計の不適切な処理について、認めていないにも関わらず、職
務を変更されており、事務部内での周知においても、事実にもとづかず不正をしたのはＹ
組合員であるかのような発言をしている。その際には、松村課長補佐を含む管理職３名は
何のお咎めも受けていない。また組合員を監視する松村課長補佐のメモなどについても追
及、さらに、現在も問題ある行動を指摘し、病院の見解を求めた。松村課長補佐の問題点
があることは、一部認めている。 

 残念ながら予定の２時間となり、次回団交日６月１３日（火）１８時３０分から継続交

渉を確認し、終了した。                     （次号へつづく） 



 

 

 

 

 

 組合員の楠です。私は期間雇用社員として、郵便局の配達業務に

従事しています。 

私は郵政産業労働者ユニオンにも二重加盟していますが、同組合

は正社員と期間雇用社員との待遇格差の是正を求めて熱心に活動し

てきました。しかし、度重なる労使協議にもかかわらず一向に改善

が進みませんでした。また、郵便局の最大労組である JP 労組もこの

問題には全く無関心であったそうです。そうしたことから、同労組

は 3 年前に裁判闘争へと踏み切ったのです。いわゆる「郵政 労契法 20 条裁判」です。

裁判もいよいよ大詰めを迎え、5 月 25 日には会社側の証人尋問が行われました。私も有給

休暇をとって傍聴に駆け付けたので、その時の様子を報告させていただきます。 

今回は会社側の証人として、本社人事部長、そして近畿支社の人事係長ら 5 名が出てき

ました。本社の人事部長は、「正社員は定年 60 歳までの雇用を前提にしており、いわゆる

終身雇用のため手厚く処遇しなければならない。また、同じ制服を着ていて、同じ仕事内

容でも、正社員は会社を代表して責任を背負わなければならない。しかし、期間雇用社員

は 6 か月の雇用を更新しているにすぎず、例え長年働いていても、短期雇用であることに

変わりはない。」等と証言しました。また、「期間雇用社員には責任のある仕事は任せてい

ない。ただ決められたことを正確にこなす作業しか求めていない」等と言い、ことある毎

に、「会社が決めたことです、会社が」と、裁判長相手に大きな声で言っていました。最後

に裁判長が「これだけ長く働いていても、非正規というだけで各手当や休みを与えないの

は社会通念から見てもどうか」と質しましたが、これに対しても人事部長は「会社が決め

たことです」としか答えませんでした。さらに原告側の代理人弁護士の反対尋問にもまと

もに答えず、裁判長から「質問を良く聞いてください。はいかいいえで結構です」と何度

も注意されていました。 

私も 13 年間郵便局で期間雇用社員として働いています。その間、正社員登用試験を 6

回受けましたが、登用されませんでした。仕事上のミスも正社員なら始末書で済んでも、

私達はすぐ時給を下げられます。会社は、いつでも期間の定めがあるからだと言います。

今回の証言を聞いていると、本社の人事部長といえども使われの身に過ぎず、自分には関

係ないと思っているように感じられました。「会社が、会社が」と言っていれば、たとえ裁

判所でも抑え込めると信じているかのようでした。郵便局は民営化されたとはいえ国策会

社なので、政府に言えば勝てると思っているようです。今の日本郵政の経営者たちは、何

年かして退任すれば関係ないですし、民営化されたとはいえ、事実上国を相手に裁判をし

ているような状況なので、大変です。これから原告側の証人尋問が、5 月 29 日、6 月 5 日、

6 月 7 科と続きます。原告 8 人とこれを支えている正社員が証言します。私としては、こ

れからも裁判の成り行き等報告していきたいと考えていますので、よろしくお願いします。 

 

郵政 労働契約法 20 条裁判 

      証人尋問 傍聴記   執行委員 Ｋ 



 

 

 

 

管理職ユニオン関西結成 20 年おめでとうございます。私が組合に加入したのは確か

2004 年頃だったと思います。労働組合は会社の御用組合しか知らない私でしたが、大阪労

働者弁護団の労働法基礎講座に参加するようになって 2 年程たっていたころだったと思い

ます。会社からいよいよ本格的に嫌がらせや退職勧奨を受けるようになり、組合加入と同

時に加入通知を会社に送りました。翌日からほぼ定時に退社ですね（笑） 

 日本通運の子会社である日通商事は、今のブラック企業のように経営者がブラックで社

員がどんどん辞めていくのではなく、社員の一人一人がパワハラをするために生まれてき

たのではないかというくらいエゲツナイ連中が揃っているという所謂体質企業でした。パ

ワハラが企業文化になっていました。また社内だけでなく下請けいじめという形でパワハ

ラ文化を極めていました。労働基準監督署をはじめ、警察（違法車検のほか駐車場代を経

費で支給しなかったことから異常な違反切符の多さを指摘されました）消防署（消防法違

反の倉庫など）公正取引委員会（談合など独禁法違反）国税（商品明細の改ざんによる交

際費のごまかし等）のほか各種裁判（労働関係以外にも多数）で問題を指摘されていまし

た。 

 私は組合に入っていままで自分なりに一生懸命闘ってきました。最近ではパワハラ文化

も表面的にはおとなしめになっていますし、自殺する人も減ってきているのではないかと

思います。管理職ユニオンの組合員の皆さんには、私が日通労働者連絡会で各日通裁判（う

つ自殺、アスベスト、パワハラ、偽装請負、ペリカン便ドライバー裁判などなど）で、団

体交渉や裁判の傍聴、デモ、ビラまき、連絡会の懇親会への参加などで協力していただき

ました。また東京汐留にある日本通運の本社に株主総会とその抗議行動に数年続けていっ

しょに参加していただきました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 今の私があるのは組合のおかげです。最近の私は定年退職後のビジネスの準備に邁進し

ています。「いつでも辞めたるで！」と言える状態こそが強いというか、経済的な弱みを握

られないことで強い交渉力が生まれると考えています。辞めさせられたら困るという状態

こそが会社からのパワハラを誘発するからです。「闘争 命！」で行きましょう！ 

 74 か月と 20 日あまりというのが機関誌発行時の私の定年までの残り時間です。その間

にどれだけのことができるか。１日１日をしっかり未来を見つめて歩んでいけたらと考え

ています。 

 ひとがどんどん入れ替わっていくのが管理職ユニオンです。１か月しかいない人もしっ

かり管理職ユニオンでの思い出を作っていってほしいと思います。次の就職先を見つけて

からそれまでの職場と交渉する方もいます。段取りがよく視野も広い優秀な方だと思いま

す。そのような方こそ管理職ユニオンに今後とも関係を持っていただきたいと思います。

管理職ユニオンはこれからもその伝説を生み続けることでしょう。 

管理職ユニオンはそれなりの期間不滅です！！ すべての管理職ユニオンに関わった

方々の今後の健勝を心よりお祈り申し上げます。 

 

Mr.K のあれこれエッセイ第２０回 

結成２０年おめでとうございます。 
 



メタボ解消！ 遊歩会 

5 月企画 初夏の光明池と和泉路を行く 
遊歩会会長 Ｏ 

 

 地元の土地改良区で激しい労働争議をたたかっておられる Y さんの企画・案内で、初め

て和泉路に足を踏み入れました。当日、泉北高速鉄道光明池駅に、定刻通り 10 名が集合

し、Y さんよりコースと見どころの説明を受け、いざ敵地に向け志気も高く出発。 

 若葉が清々しい和泉丘陵を抜け、光明池に到着。光明池大

橋から池の全貌を眺め、池の風景を楽しみながら、池に沿っ

てゆるゆると散策。先日要請のビラまきを行ったという光明

池守護神社では、全員が Y 氏勝利を祈願しました。 

 その後、堰堤にある「光明池

雨乞い蛙」、強制徴用された朝鮮

人の墓地、光明池の名の由来である光明皇后の碑を見学し、

土地改良区管理事務所の前まで来たところ、日曜日にもかか

わらず何やら数名が作業をしていた。ちょうど、Y さんが樹

木を無断で伐採した等と疑いをかけられている一角である。

近づいてみると、土地改良区の管理職たちで、団体交渉でおなじみの面々である。Y さん

が自宅待機になってから、荒れ放題になっていたところ、草抜き等行っていたようだ。あ

る程度整備しておかねば、Y さんに対する処分の名分も立たないのだろう。光明池の争議

の担当者である OH 氏が土地改良区の職員たちに「日曜日なのに出てきているのか？ 何

をしている？」等と声をかけていた。 

 光明池のほとりで昼食を済ませた後、名峰・槇尾山から流

れる槇尾川の河原を歩きました。初夏の川風が心地よく頬を

くすぐります。30 分～40 分ほど歩いたところで、いよいよ

メインイベント。泉州名物水茄子。Y さんの友人で地元で農

業を営んでおられる方に、茄子の栽培ハウスを案内していた

だき、その後は水茄子の糠漬け、浅漬け、胡麻和え、味噌田

楽にビールの歓待を受け、一同大感激。（もっとも、日頃呑み助の HR 氏だけは、飲み足

りない顔をしていましたが・・・） 

 Y さんの友人にお礼をした後、次の目的地、雷よけの

お寺・くわばら寺を見学し、和泉府中駅まで。全行程 13

キロを踏破しました。 

 今回の企画・立案をしてくださった Y 氏の周到な計画

と途中の説明には、参加者全員が感謝、感謝でした。Y

さん、そして水茄子等で歓待していただいた友人の方、

どうもありがとうございました。 

 


